
２
０
０
８
年
の
米
リ
ー
マ
ン
・

プ
ラ
ザ
ー
ズ
破
織
に
伴
う
金
融
危

機
が
世
界
経
済
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
金

融
規
制
の
傲
々
な
改
箪
が
、
国
際

的
な
レ
ベ
ル
で
も
国
レ
ベ
ル
で
も

一
段
と
進
行
、
興
体
化
し
て
い
る
ね

米
国
で
は
い
わ
ゆ
る

「
ポ
ル
カ
ー

・
ル
ー
ル
」
が
７
月
２‐
日
か
ら
適

用
さ
れ
、
自
己
劫
定
で
の
証
券
売

買
や
ヘ
ッ
シ
フ
ァ
ン
ド
ヘ
の
出
資

な
ど
が
禁
止
さ
れ
娩

本
欄
で
は
、
国
際
金
融
規
制
強

化
の
様
々
な
動
き
を
整
理
、
評
価

し
た
う
え
で
、
今
後
規
制
強
化
が

進
む
と
金
融
機
関
行
動
を
通
じ
て

ル
ー
プ

に
合

っ
た
内
部

モ
デ
ル
で

の
リ
ス
ク
管
理
を
引
き
続
き
期
待

し
た
う
え
で
、
規
制
対
象

の
自
己

資
本

の
計
測
は
比
較
可
能
性
を
重

視
し
た
標
準
的
手
法
を
主
軸
と
す

る
①

ソ
プ
リ

ン
リ
ス
ク

（
国
債
保

有

に
か
か
る
信
用
リ

ス
ク
）
の
規

制
上
の
取
り
扱
い
を
見
直
す
Ｉ
Ｉ

こ
と
な
ど
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

第
２
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融

シ
ス
テ
ム
の
中
で
重
要
な
金
融
機

関

（Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
）
に
対
す
る

破
綻
処
理
の
枠
組
み
整
備
の
動
き

で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
①
リ

ー
マ
ン
・
プ
ラ
ザ
ー
ズ
の
ぷ
つ
な

大
型
証
券
会
社
を

一
般
事
来
会
社

と
同
じ
手
法
で
破
綻
興
理
し
た
た

め
金
融
市
場
が
大
き
く
混
乱
し
た

の
公
的
資
金
を
活
用
し
て
大
手
金

融
機
関
を
救
済
す
る
弊
密
で
あ
る

「
ツ
ー
ビ
ッ
グ

・
ツ
ー
フ
ェ
イ
ル

（大
き
す
ぎ
て
つ
ぷ
せ
な
い
）
」

問
題
か
ら
今
度

こ
そ
決
別
す

べ
き

だ
―
―
と
い
う
反
省
が
あ
る
。

■
年
に
は
、
世
界
の
金
融
当
局

で

つ
く
る
金
融
安
定
理
事
会

（
Ｆ

Ｓ
Ｂ
）
が
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
も
破

綻
処
理
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要

と

の
方
針
を
打
ち
出
し
、
日
本
を

合
む
各
国
で
実
効
的
な
破
縫
処
理

制
度
が
整
え
ら
れ
て
き
為

さ

ら
に
大
手
銀
行
グ
ル
ー
プ

に

は
追
加
的
な
規
制
が
導
入
さ
れ
る

見
込
み
で
あ
る
。
破
縫
処
理
時
に

預
金
着
を
保
護
す
る
に
は
、
株
主

負
担
だ
け
で
は
晟
り
な
い
恐
れ
が

あ
る
。
そ
こ
で
該
当
す
る
銀
行
グ

ル
ー
プ
に
対
し
て
、
自
己
資
本
の

充
実
だ
け
で
な
く
換
失
を
吸
収
で

き
る
劣
後
強
債
券
な
ど
負
債
を
千

分
持
ち
、
一蔭
猥
失
吸
収
力

（Ｔ
Ｌ

Ａ
Ｃ
）
を
高
め
る
よ
う
求
め
る
。

第
３
は
、
銀
行
の
来
務
範
囲
規

制
の
強
化
で
あ
る
。
１
９
８
０
年

代
ご
ろ
か
ら
各
国
で
銀
行
の
業
務

範
囲
規
制
は
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て

き
た
が
、
リ
ー
マ
ン
燈
機
後
、
欧

米
の
銀
行
の
過
度
な
リ
ス
ク
テ
イ

ク
に
批
判
が
集
ま
っ
た
。
銀
行
は

本
来
の
決
済
業
務
や
預
金
を
受
け

入
れ
て
貸
し
出
す
蘭
来
銀
行
モ
デ

ル
に
回
帰
す
べ
き
だ
と
の
議
語
が

強
ま
り
、
銀
行
の
業
務
範
囲
や
組

織
構
造
の
規
制
強
化
が
口
こ
と
に

導
入
さ
れ
る
方
向
に
あ
る
。

欧
州
で
も
米
国
の
ポ
ル
カ
ー

・

ル
ー
ル
と
同
傲
の
趣
旨
の
規
制
が

導
入
さ
れ
る
方
向
で
あ
る
。
ド
イ

ツ
や
フ
ラ
ン
ス
で
は
銀
行
か
ら
高

リ
ス
ク
の
業
務
を
分
離
す
る
ル
ー

ル
、
そ
し
て
英
国

で
は
顧
金
質
し

出
し
、
決
済
な
ど
の
リ
テ
ー
ル
（
小

日
金
融
）
業
務
と
そ

の
他

の
リ
ス

ク

の
高

い
栄
務
の
組
織
を
分
け
る

ル
ー
ル
が
導

入
予
定
で
あ
食

第
４
に
、
取
引

の
透
明
性
向
上

や
満
算
の
集
中
、
ま
た
清
算
集
中

さ
れ
な
い
取
引

に
対
し
て
は
担
像

を
求
め
る
と
い

っ
た
店
頭
メ
リ
バ

テ

ィ
プ

（金
融
派
生
商
品
）
取
引

規
制
強
化
、
証
券
化
商
品
の
規
制

強
化
な
ど

の
動
き

も
あ
る
。
銀
行

グ
ル
ー
プ
以
外

の
い
わ
ゆ
る
シ

ャ

ド
ー
バ
ン
キ

ン
グ

（
影
の
銀
行
）

も
合
め
て
、
金
融
市
場
金
体
の
透

明
性
や
安
定
性
を
確
保
し
よ
う
と

い
う
動
き

が
本
格
化

し
て
い
る
。

一一
一一
・一一．
　

卜
・
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こ
う
し
た

一
連
の
規
制
改
革
の

動
き
に
は
、
日
本
の
金
融
機
関
経

営
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
規

制
の
潮
流
変
化
が
読
み
取
れ
穐

第
１
に
、
銀
行
グ
ル
ー
プ
を
中

心
に
、
リ
ス
ク
が
顕
雀
化
し
た
鳩

合
に
備
え
る
自
己
資
本
上
積
み
な

ど
の
パ
ー
ゼ
ル
規
制
の
強
化
の
み

な
ら
ず
、
リ
ス
ク
テ
イ
ク
そ
の
も

の
も
制
限
す
る
規
制
強
化
が
明
確

に
な
っ
て
い
る
。
前
者
は
、
日
本

も
参
加
す
る
協
議
で
国
際
的
な
網

制
が
決
定
さ
れ
る
が
、
米
国
な
ど

で
は
さ
ら
に
そ
れ
を
厳
格
化
し
、

外
銀
に
も
域
外
適
用
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
後
者
は
、
欧
米
各
凶
が

独
自
に
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
お

り
、
ポ
ル
カ
ー

・
ル
ー
ル
に
関
し

て
は
邦
銀
を
合
む
外
銀
も

一
定
範

囲
で
適
用
が
強
務
付
け
ら
れ
る
。

８０
年
代
以
降
の
規
制
緩
和
の
流
れ

を
修
正
す
る
動
き
と
い
え
る
。

第
２
に
、
個
々
の
銀
行
の
リ
ス

ク
管
理
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
（誘
因
）

よ
り
も
、
銀
行
間
の
比
較
可
能
性

を
重
視
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
ヘ
の
回

帰
の
動
き
が

一
部
に
み
ら
れ
る
。

監
督
当
局
は
従
来
、
◆
融
技
術

革
新
が
進
む
下
で
は
各
銀
行
の
自

主
的
な
リ
ス
ク
管
理
手
法
を
認
め

る
こ
と
が
、
実
効
的
な
監
督
に
責

す
る
と
考
え
て
い
た
。
現
在
も
監

督
当
局
は
自
主
的
リ
ス
ク
営
理
の

重
要
性
を
認
め
て
い
る
が
、
規
制

の
適
用
に
つ
い
て
は
比
較
可
能
性

の
高
い
、
厳
格
化
さ
れ
た
際
準
的

な
手
法
を
重
観
す
る
揺
り
戻
し
が

起
き
て
い
る
。
規
制
全
体
の
哲
学

は
金
融
危
機
前
後
で
変
化
し
、
金

融
業
に
と
っ
て
は
コ
ス
ト
の
高
い

規
制
体
系
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

相
次
ぐ
規
制
強
化
を
受
け
、
多

く
の
金
融
機
関
は
礎
全
化
に
向
け

て
対
応
し
て
き
て
い
る
。し
か
し
、

欧
米
の
金
融
業
者
の
中
に
は
、
規

制
コ
ス
ト
増
加
や
経
営
環
境
の
不

確
実
性
上
昇
も
あ
っ
て
、
金
融
栞

の
大
半
の
売
却
を
決
定
し
た
米
ゼ

ネ
ラ
ル

・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

（Ｇ

Ｅ
）
な
ど
の
動
き
も
み
ら
れ
る
。

規
制
胆
守
の
た
め
の
金
融
機
関

の
行
動
変
化
は
今
後
の
金
融
市
場

に
様
々
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
）

想
さ
れ
る
。
ポ
ル
カ
ー

・
ル
ー
ル

は
証
券
な
ど
の
取
引
を
縮
小
、
金

融
市
場
の
流
動
性
を
低
下
さ
せ
、

銀
行
以
外
の
資
金
仲
介
で
あ
る
シ

ャ
ド
ー
バ
ン
ク
を
拡
大
さ
せ
る
可

能
性
が
あ
る
。
金
利
リ
ス
ク
や
ソ

プ
リ
ン
リ
ス
ク
ヘ
の
対
応
が
強
化

さ
れ
る
と
、
長
期
田
僕
の
価
格
を

下
落
さ
せ
る
可
能
後
も
あ
る
。
総

損
失
吸
収
力
拡
大
の
要
請
は
銀
行

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
劣
後
性
の
社
債

発
行
を
増
加
さ
せ
、
使
券
市
場
の

構
造
に
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
。

隕叫柳孵『韓∞蜘柳弾け藝脚一晦

に
負
級
を
か
け
な
い
た
め
に
緻
々

愁
が

用
し
か
ね
な
い
。
特
に
高
齢
化
で
　
③

潜
在
成
長
率
が
低
下
し
つ
つ
あ
る

先
迎
側
で
は
、
成
長
の
制
約
に
な

一ン

ら
な
い
よ
う
な
配
慮
も
必
要
だ
。
　

一ペ

翁

　

百
合

　

日
本
総
（
口研
究
所
副
理
事
長

日
本

の
金
融
市
場
、
経
済

に
ど

の

よ
う

な
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が

あ

る
か
に
つ
い
て
考
え
た

い
。

一̈一一一・、、一い・一一一一・　

一
一
一一一〕小一一一一十

田
際
的
な
規
制
強
化
の
第
１

は
、
銀
行
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
自

己
資
本
比
率
規
制
な
ど

（い
わ
ゆ

る
パ
ー
ゼ
ル
規
制
）
の
強
化
で
あ

る
。
世
界
金
融
危
機
の
際
に
自
己

資
本
比
率
規
制
が
十
分
機
能
し
な

か
っ
た
と
い
う
反
省
に
立
ち
、
自

己
資
本
の
質
と
景
の
引
き
上
げ
、

流
動
毯
規
制
の
導
入
な
ど
に
よ
り

饉
企
性
上孫
あ
き
つ
と
り
乱
誓

で
あ
る
。
新
た
な
枠
組
み
は
Ю
年

に
決
定
し
、
各
国
銀
行
グ
ル
ー
プ

の
対
応
が
本
格
化
し
て
い
る
。

さ
ら
に
最
近
で
は
、
①
金
利
水

草
が
変
動
し
た
場
合
に
発
生
し
う

る
機
失
で
あ
る
銀
行
動
定
の
金
利

リ
ス
ク
に
対
し
て
も
、
自
己
資
本

の
上
積
み
を
求
め
る
の
各
銀
行
グ

ｏ
リ
ス
ク
テ
イ
ク
制
限
す
る
規
制
強
化
が
明
確
に

ｏ
市
場
流
動
性
低
下
や
国
債
価
格
下
落
に
配
慮
を

ｏ
日
本
の
国
債
管
理
政
策
に
影
響
与
え
る
可
能
性

経済教墓

全
体
の
整
合
性
に
懸
念

成
長
制
約
回
避
に
配
慮

必
要

日
本
が
留
意
す
べ
き
は
、
銀
近

バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
笹
委
員
会
か
ら

市
中
協
議
案
が
公
表
さ
れ
た
金
利

リ
ス
ク
規
制

（
図
参
照
）
な
ど
、

規
制
強
化
が
田
債
市
場

に
与
え
る

影
辞
で
あ
ろ
う
。
国
銀
に
よ
る
ｍ

使
大
晨
購
入
で
国
債
利
回
り
は
大

幅

に
低
下
（
価
格
は
大
幅

に
上
昇
）

本経済新聞

し
て
お
り
、
畏
痢
田
債
を
多
く
保

日

有
す
る
蘇
既
箇
ほ
、
金
利
”
盆
十

日

の
変
動
に
伴
う
金
利
リ
ス
ク
ヘ
の
　
一７

対
応
が
当
然
に
求
め
ら
れ
る
。
　
　
州
”

そ
れ
で
も
、
金
利
リ
ス
ク
規
制

年

の
必
要
以
上
の
強
化
は
、
日
銀
の

１５

大
景
購
入
継
繊
に
よ
る
市
場
流
動

一別

翻骨弾擦中鶴弊脚

発
行
し
て
い
る
だ
け
に
、
田
偵
管

理
政
策
や
経
済
全
体
に
影
響
を
与

え
る
可
能
性
が
あ
り
、
注
視
し
て

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

お
き
な

ｏ
ゆ
り
　
慶
大
大
学
院

修
士
課
程
修
了
、
京
六
博
士

（経

済
学
）
。
専
門
は
金
融
論

国際金融規制一層強化へO

監雪を田韓化する窯

銀行の自己管理と監督
上の検証という枠組み
は離持。臨書対応を購
確化、通閉化

リスク■の計羽を定式
化。曇低自己資本比率
の分母に金利リスクを
導入する

資本H口を求める窯

+オペレーショナ,レ リスク

≧8%
市場リスク信用リスク+

最低自己_
資本比率

~ 自己資本

雨崎併配

銀行勘定の金利リスクに関する′ヽ一ゼル
銀行監督妻員会の市中協H票

”
ｎ
［
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